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ｙＺＳＺＯ彰 一－－

　

森羅万象の真理を求めるのに理性によるよりはむしろ直感によって探し求め， 科学的な論理に

基を置くよりは， 神秘的な啓示を頼りに究めようと試みた詩人は数多いが， そのなかにあっても

Ｙｅａｔｓ はその独自の神秘思想のためにとりわけ世の注目を喚起する詩人である。 彼は最初の詩劇

ｒ卿 為粥“〆リヂＳ彰卿ＢＳほか数篇の汗情詩を

　

ｒ卿 Ｄ“腿如

　

Ｚ

　

Ｚ“〆〃βγｓＺｆｙ 虚８例ｅｗ に発表した前後

にはすでに神秘の世界に深い関心を寄せていたといわれるが

　

これは詩人自らの告白にその準拠を

置くものであろう１）
。 自伝によると八， 九才のころに父親が読んで聞かせてくれた ＳｃｏｔｔのＺ鰯彫

ゐｏＢ や

　

ｒゑ８１αｙｏアガゑＢＬα“ 朋湖ｓか郷 に幼い Ｙｅａｔｓ は大きな感銘を受け， ｒゑＢＬαｙ ｏ／ 物Ｂ

Ｌα蹄 鯛彰ｓか〆 を読んでもらった時などは大きくなったら魔法使いになってやろうという少年ら

しい夢を抱いたということである。 魔術によせるこのような Ｙｅａｔｓ の幼い夢は後に彼が Ｂ１ａｖａｔ‐

ｓｋｙ 夫人の降神術や

　

ＬｉｄｄｅｌＩ

　

Ｍａｔｈｅｒｓ

　

のヘブライ神秘思想に深く傾頭 したという事実をあげる

までもなく その生涯を通して形を変えこそすれひとときも消えやることのなかったものである．
その青年時代の拝情において勝る詩の数 ，々 幽玄的ないくつかの詩劇のなかにあってはそれはケ

ルト的神話の世界の主役である変幻極りなき妖精 Ｓｉｄｈｅの自在の姿となってあらわれ， あるいは

Ｄｏｒｏｔｈｙ Ｈｏａｒｅ

　

が指摘しているように２） ラフワエ口前派運動の雄 Ｗｉｌｌｉａｍ Ｍｏｒｒｉｓ の激賞を受

けた Ｙｅａｔｓ 最初の注目すべき長詩

　

ｒ跨８

　

師霧”〆ｅ“”ｇｓｏｆｏＺｓ〆〃 第一巻のなかで古代アイルラン

ドの伝説的英雄 ｏｉｓｉｎ の放浪の旅に託して歌われた不老の理想郷への憧れという形をとっていた

ことは衆知のとおりである。 詩における若い Ｙｅａｔｓ の神秘主義的象徴の世界が個性豊かな一つの

輝かしい成果となってあらわれたのが１８９９年に出版された詩集

　

ｒたＢ ＷＺ“α４７“ｏ７２ｇ 物８Ｒｅｅｄｓ で

ある． この詩集における Ｙｅａｔｓ は古代のケルト的な神秘の世界にあって現世のかなたにある妖精

の遊ぶ楽園の存在をアイルランドの貧しい農漁民たちに語りかける詩人である。 夢うつつの幻想

の世界に遊ぶ詩人にとっては天空を駈巡る妖精の群は絶えず魔風恋風の渦を巻きおこし

－１３１－
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と呼びかけては地上の人間に悲しみと苦しみばかりが多い現世から逃れてこいと誘いかけてい

るように思われたのである。

　

しかしながらこうしたケルト的伝説の世界に思惟の拠点を置くこと

により自己の詩的活動を展開させていった Ｙｅａｔｓ は

　

ｒ毎 １塀”αＡ粥ｏ“ｇ 物βＲｅｅｄｓ の出版のあ

としばらくの間こうした神秘の世界から遠のいていたように見受けられる。 １９１０年に至るまでの

数年間の Ｙｅａｔｓについてはアイルランド演劇運動の指導者と呼ぶ方がむしろ妥当と考えられると

は しばしを 言われることであるが， 彼の生涯の著作活動を鳥徹するに実際この時期は詩作の停滞

が特に目立つ時である。 ダブリンに彼がアベイ座を創設したのは１９０４年の夏であり， この劇場で

Ｓｙｎｇｅ の

　

ｒゑｅ Ｐ炉ｙるｏｙｏアガゑ８“／ＢＳ彰γ７ｚ秤メメ煽が観衆の攻撃を浴びた時にこれを弁護して一躍

男をあげたのが１９０７年のことであるが， まことに当時の Ｙｅａｔｓ は演劇運動の方に心血を注ぎ，

ｒ卿 ＷＺα７２４４粥”智 物ｅ在郷禽 以前のケルト的神秘の世界から完全に脱して現実に強い関心を向

け始めたかの感を多くの人々に与えていたのである。１９１０年前後における Ｙｅａｔｓ の魂はその七十

余年の生涯を通して最も悩めるものであったといってよい。 すでに四十代の男となった彼の心の

なかには永遠の女性ともいえる

　

Ｍａｕｄ Ｇｏｎｎｅ への思いが去りやらぬままにたぎり続け， 外にあ

ってはアイルランドの窮状がますます惨嬉たる相貌を呈しつつあるという変動する歴史のただな

かへ， 真実を追求せずにはいられぬ一個の人間として好むと好まざるとを問わず降り立って行か

なければならない情況が生じていたのである。 こういった時期に詩人の面前に後の Ｙｅａｔｓ夫人と

なった Ｇｅｏｒｇｉｅ Ｈｙｄｅ‐Ｌｅｅｓ

　

が出現 したことについては， 演劇活動を契機にせっかく足を地にふ

まえて歩き始め， さらに１９１６年にダブリンで勃発した復活祭当日の市民革命で生命を惜しむこと

なく理想のために 散って行く人々を眼のあたりに見て自分の精神の脆弱さを痛く思い知らされた

Ｙａａｔｓ

　

が１９１７年に彼女と結婚して間もなく再び神秘の世界に迷い込んだという見地に立つことが

可能なことであることから， 詩人にとって彼女と知りあったことははたして幸運なことであった

かどうか， これはかなりに論議の分れる問題であると思われる。 しかし Ｙｅａｔｓは彼女との結婚に

よって神秘詩人としての変貌を遂げ， 少なくとも以降の彼はケルトの薄明に憧れる昔の詩人では

もはやないというのが 一般に下されている今日の評価である以上はこういった論議をすることは

今はさ しおいておくべきであろう。

　

Ｙｅａｔｓ

　

が

　

Ｅｚｒａ Ｐｏｕｎｄ

　

に与えた書簡によれば， 彼が結婚して間もない１９１７年の十月のある夜

Ｙｅａｔｓ 夫人は突然発作的な無意識の状態におちいり， 自動筆記術という神秘不可思議な作業を始

めて詩人に大きな衝撃を与えたということである４）。 この作業に 没頭している夫人の一種の自己

喪失の様子について Ｙｅａｔｓ は後年詩の中で

ｖｖｈｅｎｔｈｅｆｕｌｌｌｎｏｏｎ ｓｗａｍ ｔｏ

　

ｉｔｓ ｇｒｅａｔｅｓｔｈｅｉｇｈｔ

Ｓｈｅ

　

ｒｏｓｅ， ａｎｄ

　

Ｗｉｔｈ

　

ｈｅｒ ｅｙｅｓ ｓｈｕｔｆａｓｔ

　

ｉｎ

　

ｓ１ｅｅｐ

ｔパアａ１ｋｅｄ

　

ｔｈｒｏｕｇｈｔｈｅ

　

ｈｏｕｓｅ・ Ｕｎｎｏｔｉｃｅｄ

　

ａｎｄ ｕｎｆｅ１ｔ

ｌ ｗｒａｐｐｅｄ ｈｅｒ

　

ｉｎ

　

ａ

　

ｈｏｏｄｅｄ ｃｌｏａｋ，ａｎｄ

　

ｓｈｅ，

Ｈａｌｆ

　

ｒｕｎｎｉｎｇ，
ｄｒｏｐｐｅｄ

　

ａｔｔｈｅ

　

ｒｓｔ

　

ｒｉｄｇｅ

　

ｏｆｔｈｅ ｄｅｓｅｒｔ

Ａｎｄ

　

ｔｈｅｒｅ

　

ｐ［・ａｒｋｅｄ

　

ｏｕｔｔｈｏｓｅ ｅ１ｍＬｂｌｅｌｎｓ

　

ｏｎ ｔｈｅ

　

ｓａｎｄ

Ｔｈａｔ

　

ｄａｙ ｂｙ ｄａｙｌｓｔｕｄｙ ａｎｄ ぱｌａｒｖｅｌ

　

ａｔ，

ｔ～ｉｔｈ

　

ｈｅｒ ｗｈｉｔｅ 五ｎｇｅｒ．・．．・．．・・．・
５）

と述べているが夫人のこの神秘的体験が重要な契機となって詩人の魔術や占星術に関する異常
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Ｙｅａｔｓの 神 秘 主 義

なまでの研究心が喚超され， 後年その神秘主義の集大成とされる注目の書 ４

　

％ｓＺの？（１９２５）とな

って世に問われるに至ったのである。 Ａ

　

防ｓａｏ７２ の難解な神秘思想についてこれを正しく理解し
うる人はまれであり， Ｙｅａｔｓ

　

自身を除いては他に理解出来る人はありえないとする辛抹な批評家
も十指にあまるほどである。 実際この書に見られる哲学は一にこれが Ｙｅａｔｓ以外の人々に十分な
説得力を持つことができなかったこと， 二にこれが個人のしかも怪しげな霊的体験によって導き
出されたものであるという点で同じ神秘の世界とはいえ歴史の試練に耐え， 遍くアイルランドの
人民に知れわたっていたケルト的な神秘思想とは 大きな相違があるわけであるがその違いを述べ
ることはさておいて 今はこの書に盛られている神秘的論理の大要を以下に抽出し詩人の後期の詩
のより正しい理解のための基と したい。

　

すでに述べたように４ 湾ｏｓｇｏ〃の第一版は１９２５年に世に出たが１９３７年出版の増補改訂版をも含
めてこの書物は Ｙｅａｔｓが結婚以来たえず探究しつづけてきた独自の形而上学に理論的釈明を与え
ようとする試みから生まれた究極の成果であった。 Ｙｅａｔｓ によれば６） 彼自身はポーラ ンドで発見

された十六世紀の哲学書とメソポタミアの砂漠の砂上に描かれていた幾何学的な図形に興味を引
かれた

　

Ｙｅａｔｓ

　

の想像上の人物 ＭｉｃｋａｅＩＲｏｂａｒｔｅｓ

　

が双方の持つ形而上学的な意味に解決を与え
ることに成功したという想定のもとにＡ Ｖぜｓわ〃の理論を展開 した。４ ％ｏｓｚｏ“の幾つかの断章の
なかにあって詩人の最も重要な神秘理論が集約されている章である

　

ｒ卿 Ｇγ８郷

　

ｙゐ総々こよれば

人類の文明は二千年の周期で輪廻し， この二千年の歳月は現象的には成長， 完成， 衰退という経
過をたどっている。 これらの現象は人間の運命を支配する象徴的な絶対者ともいえる Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ

Ｗｈｅｅｌの運動の上にあり， 歴史の移動はこの Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｈｅｅｌの上に存在するその位置によっ
て決定される。 他方この

，
Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｈｅｅｌの運動は文明の成長， 完成， 衰退に伴ない月の相に

変化をもたらす。 Ｙｅａｔｓ は月の相におけるこの変化を二十八に区分し， 第一相から第八相までは
文明の成長期に， 第九相から第十五相は完成期に， 第十六相から第二十八相にかけてはその衰退
期に相当するものと想定する。 文明の最盛期にあたる第十五相は月が太陽から最も離れている状
態すなわち満月の時をあらわすが， これは人類の文明に当てはめてみるとキリスト教文化が栄華
をきわめたビザンチン文化およびルネサンス文化の時代に相当する。 そして現代二十世紀は月が
第一相に向かってその回転を速めている時代であり， 次に現われる二千年の新しい文明の饗明に
近づきつつある時代である。 月の相の上では現代は二十五相に相当する。 なお第一相の暗黒の月
は Ｍｏｏｎｉｎｓｕｎ

　

の状態にあり， 第十五相の月は

　

Ｓｕｎｉｎ Ｍｏｏｎ

　

の状態にあると考えられる。
Ｍｏｏｎｉｎｓｕｎ

　

の状態にある月は形而上の完全客観を代表し Ｓｕｎｉｎ Ｍｏｏｎ の月は完全主観を代
表するが前者の状態を名付けて Ｙｅａｔｓ は ｐｒｉｍａｒｙ ｔｉｎｃｔｕｒｅ と し， 後者のそれを ａｎｔｉｔｈｅｔｉｃａｌ

ｔｉｎｃｔｕｒｅ と呼んでいる。

　

このように Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｈｅｅｌの上に位置する月の相の変化に呼応し
て 人類の歴史は巡るわけであるがこの時その性格の多様さのために主観と客観の混合体として扱
われる人間は， 月の第一相と第五相がかような混合体として扱われるものではないがゆえに時代
に対して固有の性質を有することになる。 こうして Ｙｅａｔｓ の神秘主義的論理により人間は Ｗｉｌｌ，
Ｍａｓｋ，

Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｍｉｎｄ，Ｂｏｄｙ ｏｆＦａｔｅ といわれる四つの基本的な機能を与えられることになる。
このうち Ｗｉｌ１ とは人間の意志そのものであり Ｍａｓｋ とは Ｗｉｌｌ の対象物すなわち人間が成りた
いと希望するそのものである。 この意味で Ｍａｓｋ は社会的な武器でもあり人間が他の人間に示す
ことができる自我といえるものである。 また Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｍｉｎｄ とは

　

Ｗｉｌｌ

　

の働きかける知力をあ
らわし ＢｏｄｙｏｆＦａｔｅ は Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｍｉｎｄ

　

の対象となる環境で例えば変移する人間の肉体など外
界の影響に支配されるものである。 四つの機能のうち

　

Ｗｉｌ１ と Ｍａｓｋ，Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｍｉｎｄ と Ｂｏｄｙ

－１３３－
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ｏｆ Ｆａｔｅ はこのようにれそぞれ対立するものであるが， 人間の性格諸相を月の相の上に当てはめ

てみると Ｗｉｌｌが第十相に属する人間， Ｙｅａｔのたとえによるとアイ ルランド独立運動の尖鋭 Ｐａｒ‐

ｎｅｌｌ のような人間はそれと対極にある第二十四相において Ｍａｓｋ をかぶり， 第十九相の Ｗｉｌｌを

持つ Ｂｙｒｏｎ や Ｗｉｌｄｅ のような人間はその対極の第五相において Ｍａｓｋ をかぶっている。 これ

ら四つの機能の中で Ｙｅａｔｓ の神秘思想に最も深く関係するのは Ｍａｓｋ である． すでに述べたよ

うに Ｍａｓｋ は単なるイメージではなく， 一人の人間が他の人間に示すことのできる社会的な武器

である。詩人はとりわけ Ｍａｓｋ を通して表現され．詩を書く時にその時の自分の気分に従って恋人

とか聖人とか朝笑者の

　

Ｍａｓｋ

　

をつける。 Ｙｅａｔｓ

　

の場合には彼の想像上の人物である

　

ＭｉｃｈａｅＩ

Ｒｏｂａｒｔｅｓ と か
・
Ｈａｎｒａｈａｎ と か

　

Ａｅｎｇｕｓ などが詩人の詩情の変化に応じて時には情熱的に時に

は 膜想的に詩的表現のための武器として巧みに使い分けされているがこれらの人物はとりもなお

さず Ｙｅａｔｓ

　

自身の Ｍａｓｋ をつけた姿なのである。

　

さ らに Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｈｅｅｌの中には Ｇｙｒｅ と呼ばれる象徴が存在し Ｙｅａｔｓ の神秘思想にいま

一つの重要な意味を与えているが， これは１９１７年十二月六日の夜に夫人の自動筆記にあらわれた

新しい象徴である。 Ｇｙｒｅ

　

は運命の輪とも言うべきものであり円錐または渦巻状をなしているが

その頂点は主観を底辺は客観を代表する。 これらはそれぞれ

　

Ｐｒｉｍａｒｙ

　

Ｇｙｒｅ

　

と ＡｎｔｉｔｈｅｔｉｃａＩ

Ｇｙｒｅ と呼ばれるが前者は陽を後者は陰の性質を持ち対立するものの相刺を司る機能を持つ。双方

の Ｇｙｒｅ は常に一方の Ｇｙｒｅ が互し・｝こ他方の Ｇｙｒｅ の底に達 して結合 し，Ｗｉｌ１と Ｍａｓｋ，Ｃｒｅａｔｉｖｅ

Ｍｉｎｄ と ＢｏｄｙｏｆＦａｔｅ は共に矛盾する作用を行ないつつも結合している Ｇｙｒｅ

　

の中に併存 して

いる。
ノ
なお，

　

Ｙｅａｔｓ

　

の論理によれば人間には意識されることがないままに宇宙には

　

Ｄａｉｍｏｎ

と呼ばれる指導が常に君臨しているが Ｙｅａｔｓ はこれを人間の自我の究極の理想像であると考えて

いる． すでに述べた人間の機能は

　

Ｄａｉｍｏｎ

　

の持つ四つの記憶から派生したもので例えば

　

Ｂｏｄｙ

ｏｆＦａｔｅ は人間がこれまでに経験してきた人間化についての記憶から生じたものであると考えら

れる。

　

以上 Ｙｅａｔｓ の Ａ ＶＺＳＺｏ７２の思想の大まかな理論を抽出してみたわけであるが彼独自のこうした

占星術的世界観については何分にも納得のいかない点が多く実際たいした興味をそそられるもの

ではないといってよい。 む しろ問題とすべきはこのような理論を展開することによって詩の上で

Ｙｅａｔｓ がし かなる変貌を遂げたかということを実際の作品の中に探ってみることであろう。

　

詩の上に Ｙｅａｔｓ が Ａ ＶＺＳＺＯ”で展開した神秘思想の象徴を初めて用いたのは１９２５年のこの書物

の初版発行の年はもとより

　

Ｈｙｄｅ‐Ｌｅｅｓ との結婚によって霊的な啓示を与えられた問題の年１９１７

年よりもさ らにさかのぼっている。 その最初の例は１９１０年に出た詩集

　

ｒゑｅ Ｃγ鑑” 別錫”ｚ郷 のｚｄ

ｏ妨げ Ｐｏ８タフｚｓ の中にみられる短詩

　

Ｔ卿÷Ｍα魂 であろう。 この詩はその暗示的な標題もさること

ながら Ｕｎｔｅｒｅｃｋｅｒ らが述べているように７） 新しい象徴 Ｍａｓｋ を初めて

　

Ｙｅａｔｓ が詩の上に用い

たという意味においてまず第一に検討すべき作品である。

‘Ｐｕｔ

　

ｏ任

　

ｔｈａｔ１ｒーａｓｌく ｏｆ ｂｕｒｎｉｎｇ ｇｏｌｄ

Ｖｉ′ｉｔｈ

　

ｅｎｌｅｒａｌｄ

　

ｅｙｅｓ．
’

‘ｏ

　

ｎｏ， ｍＬｙ ｄｅａｒ，
Ｙｏｕ１１ｌａｋｅ

　

ｓｏ

　

ｂｏｌｄ

Ｔｏ

　

負ｎｄ

　

ｉｆ

　

ｈｅａｒｔｓ ｂｅ

　

Ｗｉｌｄ

　

ａｎｄ

　

ｗｉｓｅ，
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Ａｎｄｙｅｔ

　

ｎｏｔ

　

ｃｏｌｄ．
’

ｗｏｕｌｄ

　

ｂｕｔ

　

６

　

ｒｎｄ ｗｈａｔ’ｓ

　

ｔｈｅｒｅ

　

ｔｏ

　

五ｎｄ
，

Ｌｏｖｅ

　

ｏｒ ｄｅｃｅｉｔ．
’

‘ｌｔ

　

ｗａｓ

　

ｔｈｅ

　

ｎ〔・ａｓｋ ｅｎｇａｇｅｄ ｙｏｕｒ ｍｉｎｄ，
Ａｎｄ

　

ａｆｔｅｒ ｓｅｔ

　

ｙｏｕｒ

　

ｈｅａｒｔ

　

ｔｏ

　

ｂｅａｔ，

Ｎｏｔ ｗｈａｔ’ｓ

　

ｂｅｈｉｎｄ．
’

‘Ｂｕｔ

　

ｌｅｓｔ

　

ｙｏｕ

　

ａｒｅ

　

ｍＬｙ

　

ｅｎｅｌｎｙ，

ｌｎｎｌｕｓｔ

　

ｅｎｑｕｉｒｅ．
’

‘ｏ

　

ｎｏ，ｌ

　

ｒーｙ ｄｅａｒ，
ｌｅｔ

　

ａｌｌｔｈａｔ

　

ｂｅ；

ＶＶｈａｔ１ｒＬａｔｔｅｒ，ｓｏ ｔｈｅｒｅ

　

ｉｓ

　

ｂｕｔ

　

負ｒｅ

ｌｎ ｙｏｕ，
ｉｎ ｎ〔・ｅ？’８）

　

この短詩の中で詩人は自分の心を捕えたのは果して女の現身なのか， あるいは女がかりに付け
た仮面なのか解明しようと試みてし・るわけであるが， ここにはまだ作者が仮面によって何を象徴
しようと したかということは明 らかにされていない。 この詩にはただ愛の心はどうであれ外なる

容貌によって人の心が燃えあがるのが事実であってみれば， 女を判断するのには表面にあらわれ
た外貌だけで十分ではないかという恋の遊びが歌われているにすぎない。 しかしこうした見解と
はべつに Ａ．Ｇ．Ｓｔｏｃｋ も述べているように９） この詩は同じく

　

ｒ卿 Ｇγ８Ｂ〃 漸錫“２８ｚα“〆 ○物８γ
Ｐｏｅ’”ｓ の末尾を飾る βγｏｚＵ“ＰＢ′２“夕とともに Ｙｅａｔｓ が何気ない気まぐれの恋の発見をするに至

ったことを示すものであり， 恋の夢想に侵って

Ｂｕｔ

　

ｌ
，

ｂｅｉｎｇ ｐｏｏｒ， ｈａｖｅ

　

ｏｎｌｙ ｍーｙ ｄｒｅａｎｎｓ；

ｌ

　

ｈａｖｅ

　

ｓｐｒｅａｄ ｍＬｙ ｄｒｅａｎｎｓ

　

ｕｎｄｅｒ ｙｏｕｒｆｅｅｔ；

Ｔｒｅａｄ

　

ｓｏｆｔｌｙ ｂｅｃａｕｓｅ

　

ｙｏｕ ｔｒｅａｄ

　

ｏｎ・ｎｙ ｄｒｅａｍｓ，
ｌｏ）

　

と歌った一昔まえの夢そのものをいわば自己の仮面と考え， ただ夢を見ることのみが自分の誇
りであると信じて 疑わなかった詩人が新しい世界に降りつつあることを如実に示すものでもある

わけで軽くは見すごすべきではない作品であることは言うまでもないことであろう。 詩人が１９１７

年に霊的な啓示を受けるまえに書かれた詩で彼の後の思想に最も深く関るものは

　

Ｒｅｉｄ

　

等も強く
指摘しているように１１）１９１４年に出版された詩集 疋ｇｓｐｏ“鋤屍ＺＺＺＺＢＳ のなかの八行詩 ｒ毎÷Ｍα影 と
考えてさ しさわりはない．

Ｎｏｗ ａｓ

　

ａｔ

　

ａｌ１ｔｉｍｅｓ

　

ｌｃａｎ

　

ｓｅｅ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｎｌｉｎｄ’ｓ

　

ｅｙｅ，

ｌｎ

　

ｔｈｅｉｒ

　

ｓｔｉ任， ｐａｉｎｔｅｄ

　

ｃｌｏｔｈｅｓ，ｔｈｅ

　

ｐａｌｅ

　

ｕｎｓａｔｉｓ負ｅｄ

　

ｏｎｅｓ

Ａｐｐｅａｒ

　

ａｎｄ

　

ｄｉｓａｐｐｅａｒ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｂｌｕｅ ｄｅｐｔｈ

　

ｏｆｔｈｅ

　

ｓｋｙ

下刃ｉｔｈ

　

ａ１１ｔｈｅｉｒ

　

ａｎｃｉｅｎｔ

　

ｆａｃｅｓ１ｉｋｅ

　

ｒａｉｎ－ｂｅａｔｅｎ

　

ｓｔｏｎｅｓ，

Ａｎｄ

　

ａｉｌｔｈｅｉｒ

　

ｈｅｌｍｓ

　

ｏｆｓｉｌｖｅｒ

　

ｈｏｖｅｒｉｎｇｓｉｄｅ

　

ｂｙｓｉｄｅ，

Ａｎｄ

　

ａｎｔｈｅｉｒ

　

ｅｙｅｓ

　

ｓｔｉｌｌ行ｘｅｄ， ｈｏＰｉｎｇ ｔｏ

　

賃ｎｄ

　

ｏｎｃｅ１ｎｏｒｅ，
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山

　　

下

　　

民

　　

雄

Ｂｅｉｎｇ ｂｙ Ｃａｌｖａｒｙ
’ｓ

　

ｔｕｒｂｕｌｅｎｃｅ

　

ｕｎｓａｔｉｓ五ｅｄ，

Ｔｈｅ

　

ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌａｂｌｅ ｎｏｙｓｔｅｒｙ ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ｂｅｓｔｉａＩ

　

Ｈｏｏｒ．
１２）

　

この詩では キリスト隆誕の時に供物をたずさえて東方の国からベッレヘムにやって来たと伝え

られる三人の賢人がどうにも理解できない不思議な事件， すなわち奇跡とともに生誕したキリス

トが死ぬ時には極めて 人間的な死を遂げたということに得心がゆかずに動じている影像となって

Ｙｅａｔｓ の心眼に捕えられているが， これは Ａ ＶＺ“”⑦のなかで体系的に説明される歴史の回転運

動に関するものであり後に Ｙｅａｔｓ が

　

ｒ膨 Ｓｅｃｏ“ｄ Ｃ伽““ｇ

　

あるいは ＧｙγＢＳ などの詩において

更に追求を試みる課題となるものである． ここにあらわれる三賢人の様相を伝えるｓｔｉＨ，ｐａｉｎｔｅｄ

ｃｌｏｔｈｅｓ あるいは

　

ａｎｃｉｅｎｔｆａｃｅｓｌｉｋｅ ｒａｉｎ‐ｂｅａｔｅｎ ｓｔｏｎｅｓ

　

などの語句はかなりに神秘めいたイ

メ ージであり， その異様な相貌には明 らかに

　

Ｍａｓｋ

　

を暗示するものがあると Ｕｎｔｅｒｅｃｋｅｒ は述

べてし・る，
１３）

　

１９１７年以前の作品の中から後期の詩の課題となる神秘の影を二つの詩例により探ってきたわけ

であるが Ｙｅａｔｓ の哲学が開花を見るにはこれまでにも述べてきたように夫人の自動筆記術による

神秘的な啓示が欠くことのできないものであった。１９１９年の詩集

　

ｒ卿 ‐ＷＺＺｄｓｚひの熔 解 Ｃｏｏ迄 に

はこの啓示によって生じたものと考え られる新しいイメ ージ， すなわち月の相とか Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ

Ｗｈｅｅｌに関連する数篇の詩が見られるが， このことはとりもなおさず詩人に与えた夫人の影響が

いかに大きなものであったかということを如実に示すものであろう．

Ｔｗｅｎｔｙ－ａｎｄ－ｅｉｇｈｔ

　

ｔｈｅ

　

ｐｈａｓｅｓ

　

ｏｆｔｈｅ・ｎｏｏｎ，

Ｔｈｅ

　

ｆｕｌｌ

　

ａｎｄ

　

ｔｈｅ・ｎｏｏｎ’ｓ

　

ｄａｒｋ

　

ａｎｄ

　

ａｌｌｔｈｅ

　

ｃｒｅｓｃｅｎｔｓ，

Ｔｗｅｎｔｙ－ａｎｄ‐ｅｉｇｈｔ， ａｎｄ

　

ｙｅｔ ｂｕｔ

　

ｓｉｘ‐ａｎｄ－ｔｗｅｎｔｙ

Ｔｈｅ

　

ｃｒａｄｌｅｓ

　

ｔｈａｔ

　

ａｌｎａｎ ｎ〔ｌｕｓｔ

　

ｎｅｅｄｓ

　

ｂｅ

　

ｒｏｃｋｅｄ

　

ｉｎ：

Ｆｏｒｔｈｅｒｅ’ｓ

　

ｎｏ

　

ｈｕｎ・ａｎ

　

ｌｉｆｅ

　

ａｔ

　

ｔｈｅ

　

ｆｕｌｌｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ｄａｒｋ，
１４）

Ｙｅａｔｓ の魔術あるいは占星術ともみられる後期神秘思想の柱をなすものはすでに述べたように

Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｈｅｅｌであり， その上に位置して変化する月の相であるが， 上の詩も一部には魔術

に対する興味よりもむしろ Ｙｅａｔｓ がすでに数年前に熟読していた Ｃｈａｕｃｅｒ の詩に影響されて書

かれたものであるという見解１５）が根強く見受けられるけれども，月の位置によって人間の運命が

決定されるという

　

Ｙｅａｔｓ の持論がまず第一に示されていると考えてよいものと思われる。 この詩

は

　

ＭｉｃｈａｅＩ

　

Ｒｏｂａｒｔｅｓ

　

と

　

Ａｈｅｒｎｅ

　

という

　

Ｙｅａｔｓ

　

の想定 した想像上の人物の対話詩の一部で

Ｒｏｂａｒｔｅｓ が Ａｈｅｒｎｅ に自分の歴史観を語りかけているところである。 ここで Ｒｏｂａｒｔｅｓ が第二

十六相あるいは第二十八相を人間のはぐくみ育てられる揺藍であると述べているのはＹｅａｔｓの理

論からするとこれらの相が歴史の衰退期に位置する相であることからして 矛盾であるとも考えら

れるが， 詩人の言うように歴史の衰退の中にすでに新しい歴史の胎動が始まっているという論理

をもってすれば後に

　

ｒ毎 Ｓｅｃｏ“〆ＣＤ粥勿ｇ などでさらに適切な例がみられるようにこの逆説は十

分に理解できるものと考えられるのではなかろうか。

　

同じ詩集の最後を飾る

　

ｒ卿 Ｄｏ”腿β

　

ＶＺＳＺＯ”ｏｆ 肌沈みα８ＺＲひろαγＺ８ｓ はこうした理論をさらに深

化したものである．
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ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ｇｒｅｙ ｒｏｃｋ

　

ｏｆｃａｓｈｅｌｔｈｅ ｎ．ｉｎｄ，ｓ

　

ｅｙｅ

Ｈａｓ ｃａｌｌｅｄ

　

ｕｐ ｔｈｅ

　

ｃｏｌｄ

　

ｓｐｉｒｉｔｓｔｈａｔ

　

ａｒｅ

　

ｂｏｒｎ

▽ｖｈｅｎ

　

ｔｈｅ

　

ｏｉｄ

　

ｌｎｏｏｎ

　

ｉｓ ｖａｎｉｓｈｅｄ ｆｒｏｎ．ｔｈｅ

　

ｓｋｙ

Ａｎｄ

　

ｔｈｅ

　

ｎｅｗ ｓｔｉｌｌ

　

ｈｉｄｅｓ

　

ｈｅｒ

　

ｈｏｒｎ．
１６）

　

これはこの詩の第一連であるが後半のニキテは明らかに

　

ｒゑｅ Ｐみαｓｅｓｏｆ 物ｅルＺのれ

　

の中にみら

れたところの滅びゆく古い歴史の中にすでに新しい歴史の動きが始まっているという論理と重な
るものである． 次に同じ詩の第二連をみてみよう。

ｏｎ

　

ｔｈｅ

　

ｇｒｅｙ

　

ｒｏｃｋ

　

ｏｆＣａｓｈｅｌｌｓｕｄｄｅｎｌｙ

　

ｓａｗ

Ａ Ｓｐｈｉｎｘ ｗｉｔｈ ｗｏ］ｍａｎ

　

ｈｒｅａｓｔ

　

ａｎｄ

　

ｌｉｏｎ

　

ｐａｗ，

Ａ

　

Ｂｕｄｄｈａ，
ｈａｎｄ

　

ａｔ

　

ｒｅｓｔ，

Ｈａｎｄｌｉｆｔｅｄ ｕｐ

　

ｔｈａｔ

　

ｂｌｅｓｔ；

Ａｎｄ

　

ｒｉｇｈｔ

　

ｂｅｔｗｅｅｎ ｔｈｅｓｅ

　

ｔｗｏ

　

ａｇｉｒ．ａｔ

　

ｐ．ａｙ

Ｔｈａｔ，ｉｔ１１・ｉｇｈｔ

　

ｂｅ，
ｈａｄ

　

ｄａｎｃｅｄ

　

ｈｅｒ

　

ｌｉｆｅ

　

ａｗａｙ，

Ｆｏｒ

　

ｎｏｗ ｂｅｉｎｇ

　

ｄｅａｄ

　

ｉｔ

　

ｓｅｅｎ・ｅｄ

Ｔｈａｔ

　

ｓｈｅ

　

ｏｆ ｄａｎｃｉｎｇ

　

ｄｒｅａーｍｅｄ．
１７）

　

ここでは女の胸とライ オンの足を持ったスフィ ンクスが知性を象徴し， 対して感情そのものを

象徴するのは釈尊であるとされている。 そしてこの両者の間で無心に踊る娘はすでに踊子個人を
超越して踊りそのものになりきっており， 肉体と精神の調和をたえず求めていた Ｙｅａｔｓ は後にも

ｏ ｂｏｄｙｓｗａｙｅｄ

　

ｔｏ

　

ｍＬｕｓｉｃ，
ｏ ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ ｇｌａｎｃｅ，

日ｏｗ ｃａｎ ｗｅ

　

ｋｎｏｗ

　

ｔｈｅ

　

ｄａｎｃｅｒｆｒｏーｍ ｔｈｅ

　

ｄａｎｃｅ？１８）

　

と歌って一体となった踊りと踊子のうちに芸術のあるべ き 姿 を 垣 間見 た の で あ る。 な お
ＭｉｃｈａｅＩＲｏｂａｒｔｅｓ が

　

ｒ卿 Ｐみαｓｅｓｏｆ 物８ルＺｏｏ夕ｚ

　

の中ですでに語り， ７

　

１廓 Ｄｏ””” 湾・ＳＺｏク２０′
班ぎ物α８Ｚ

　

ＲひろαγＺｅｓ

　

にもみ られた歴史観および， スフィ ンクスのイメ ー ジ は 直 接 に 次 の 詩 集

ルｒたゑα郷 ＲＯろαγＺｅｓ αタメ 物ｇｄα“解γ の中の傑作

　

ｒゑｅｓｅの２ｚｄ Ｃの”〆”ｇ につながるものである。
女の胸とライオンの足を持ったスフィ ンクスの像は

　

ｒ卿 Ｓｅｃｏ”〆 Ｃｏ’”〆〃ｇ に お い て は キ リ ス ト と

同じようにベッレヘムで生まれようと今やのっそり腰をあげた

Ａ ｓｈａｐｅ

　

ｗｉｔｈ

　

ｌｉｏｎ

　

ｂｏｄｙ ａｎｄ

　

ｔｈｅ

　

ｈｅａｄ

　

ｏｆ ａ ｍａｎ，
１９）

　

というまさに無気 味な姿となってあらわれてくるのである。

　

ここではスフィ ンクスということ

は明示されずにいるが Ｙｅａｔｓ 自身の言にもあるように２０）
， 確かにこれはエジプトのスフィ ンクス

に準ずるものであり， 女の胸を持っていた古代ギリ シャのものとは異なったものであるというこ

とは論を待たないことであろう。 歴史の輪廻に関する詩人の神知学的解釈がこの詩においてはさ
らに明確にあらわれてきている． それはこの詩の第二連頭初に呪術的な語の反復とともに

－１３７－



山

　　

下

Ｓｕｒｅｌｙ ｓｏα・ｅ

　

ｒｅＶｅ１ａｔｉｏｎ

　

ｉｓ

　

ａｔ

　

ｈａｎｄ；

Ｓｕｒｅｌｙｔｈｅ

　

Ｓｅｃｏｎｄ Ｃｏｎｌｉｎｇ

　

ｉｓ

　

ａｔ

　

ｈａｎｄ．

Ｔｈｅ

　

Ｓｅｃｏｎｄ

　

Ｃｏｎ・ｉｎｇ／．，．．，．．，．
２１）

という決定的な託宣となってあらわれ， さらに

　　　　　　　　　　　　

民

　　

雄

Ｔｈｅ もｗｅｎｔｙ ｃｅｎｔｕｒｉｅｓ

　

ｏｆｓｔｏｎｙ ｓｌｅｅｐ

訳了ｅｒｅ

　

Ｖｅｘｅｄ

　

ｔｏ

　

ｎｉｇｈｔｍａｒｅ

　

ｂｙ

　

ａ

　

ｒｏｃｋｉｎｇ ｃｒａｄ１ｅ，

Ａｎｄ ｗｈａｔ

　

ｒｏｕｇｈ ｂｅａｓｔ，
ｉｔｓ

　

ｈｏｕｒ ｃｏｎｑｅ

　

ｒｏｕｎｄ

　

ａｔ

　

ｌａｓｔ，

Ｓ１ｏｕｃｈｅｓｔｏｗａｒｄｓ ＢｅｔｈｌｅｈｅｎＱｔｏ

　

ｂｅ

　

ｂｏｒｎ？２２）

という表現が生まれるに至って 二千年間続いたキリスト教文明が今や終鴇を迎える時がやって

きたということを Ｙｅａｔｓ は確信したのである。

　

さ らにこの詩にあらわれた Ｇｙｒｅ

　

のイメージについては Ｍａｓｋ とともにこれが Ｙｅａｔｓ の詩的

象徴の双壁をなすがゆえに特別の考慮が払われなければならないものと思われる。

で、

Ｔｕｒｎｉｎｇ

　

ａｎｄ

　

ｔｕｒｎｉｎｇ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ ｗｉｄｅｎｉｎｇ ｇｙｒｅ

Ｔｈｅｆａｌｃｏｎ ｃａｎｎｏｔ

　

ｈｅａｒｔｈｅ

　

ｆａｌｃｏｎｅｒ

Ｔｈｉｎｇｓ

　

ｆａｌｌａｐａｒｔ；ｔｈｅ ｃｅｎｔｒｅ

　

ｃａｎｎｏｔ

　

ｈｏｌｄ；２３）

第一連の目頭

　

と歌って新しい歴史の胎動を鷹匠の指図に背いて旋回する鷹の飛期に読みとった Ｙｅａｔｓは後連

においては半獣神の上を旋回する砂漠の鳥の飛湖に Ｇｙｒｅ

　

の象徴された様を見たのである。 しか

しこうした鳥の旋回が Ｙｅａｔｓ

　

の神秘思想にどれほど関係があるかということになると Ｙｅａｔｓ

　

の

本心は別として この両者を直接に結びつけて考える必要はないとする論の方が優勢になっている

ように思われる。
ＡＩ１ｅｎ Ｔａｔｅ

　

らが指摘しているように２４） Ａ

　

刻め７ｚ の Ｇｙｒｅ の体系などとは無

関係に第一連冒頭の二行はその持つ意味を十分に理解できるものであり， 鷹の飛ぶ輪がだんだん

拡がってついには帰着すべき中心点と接触が無くなってしまうということで Ｙｅａｔｓが現代の混沌

を象徴したということは良く理解しうるものなのである．

　

Ａ

　

ＶＺＳＺＯ“ 出版後三年目に出た詩集

　

ｒ卿

　

ｒｏｗβγ はさ らに深まった Ｙｅａｔｓ

　

の詩想を示すもの

である．
ＳαばＺＺ〃ｇ ｚｏ Ｂ％α”ＺＺｚ‘“⑦

　

はその巻頭を飾る佳作であり Ｒ．Ｆｒきｃｈｅｒｔ

　

も述べているよう

に２５） Ｙｅａｔｓ の芸術の永遠性によせる憧れのために Ｋｅａｔｓ の ｏｄ８０”” 掴ばｃ脳“ｇα彰 や ０α８０７２

αＧγ８ｃ２α”びγ” を労髭させるといわれる二十世期の汗情詩である。 この詩には六十才を超えた老

詩人の芸術観や人生観がよく述べられているが今はその細目について多くを語ることはしまい。

ただ Ｙｅａｔｓがこの詩に付した註で自分はビザソチウムにある皇帝の宮殿には金と銀で作られた木

が立っていて 人間の手によって作 られた鳥が 歌を歌っているということをどこかで聞いたことが

ある２６） と述べていることか ら， この詩は彼がビザソチウムの都にあるという金細工の鳥になって

自分もまた芸術作品の持つ永遠性を手にしたいという

　

自らの祈りをこめて書いたものと思われる

ことをここでは述べておきたい． この詩においては Ｇｙｒｅ のイメージは第三連にあらわれる．
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ｏ

　

ｓａｇｅｓ

　

ｓｔａｎｄｉｎｇ

　

ｉｎ Ｇｏｄ’ｓｈｏｌｙ６‐ｒｅ

Ａｓ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｇｏｌｄ ・ｎｏｓａｉｃ ｏｆ

　

ａ

　

ｗａｌｌ，
Ｃｏｎ．ｅ

　

ｆｒｏｒｎ ｔｈｅ

　

ｈｏｌｙ 行ｒｅ，Ｐｅｒｎｅ

　

ｉｎ

　

ａ

　

ｇｙｒｅ，

Ａｎｄ

　

ｂｅ

　

ｔｈｅ

　

ｓｉｎｇｉｎｇ－・ｍａｓｔｅｒｓ

　

ｏｆ ｍｙ

　

ｓｏｕｌ．
２７）

　

この ｇｙｒｅ もやはり偉大な回転力を持ち， 生と死， 明と暗， 老いと若さなどの対立する概念の

象徴である。

　

ここではそれは地上的な経験を芸術の永遠性にまで高める能力を持たされているの

であるが， その力をこの詩においては詩人はまだ十分に御しえていないといわれている。ｇｙｒｅ の

持つ秀れた力はさらに後年になって

　

４ Ｆ““ ルＺｏｏ” 廟 ル脳死ゑ の中で

Ｔｈｅｒｅ

　

ａｌｌ

　

ｔｈｅ

　

ｂａｒｒｅｌ‐ｈｏｏｐｓ

　

ａｒｅ

　

ｋｎｉｔ，

Ｔｈｅｒｅ

　

ａｌｌｔｈｅ

　

ｓｅｒｐｅｎｔ‐ｔａｉｌｓ

　

ａｒｅ

　

ｂｉｔ，

Ｔｈｅｒｅ

　

ａｌｌｔｈｅ

　

ｇｙｒｅｓ ｃｏｎｖｅｒｇｅ

　

ｌｎ

　

ｏｎｅ，

Ｔｈｅｒｅ

　

ａｌｌｔｈｅ ｐｌａｎｅｔｓ

　

ｄｒｏｐ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｓｕｎ。
２８）

　

と歌われて一歩その統一性を深めたあとで 上αｓｚｐｏｅ”２３ に至り次のように証明されることにな

るのである。

Ｔｈｅ

　

ｇｙｒｅｓ！

　

ｔｈｅ

　

ｇｙｒｅｓ！

　

０ｌｄ

　

Ｒｏｃｋｙ Ｆａｃｅ，
ｌｏｏｋｆｏｒｔｈ；

Ｔｈｉｎｇｓ

　

ｔｈｏｕｇｈｔ

　

ｔｏｏ

　

ｌｏｎｇ ｃａｎ ｂｅ

　

ｎｏ

　

ｌｏｎｇｅｒｔｈｏｕｇｈｔ，

Ｆｏｒ ｂｅａｕｔｙ

　

ｄｉｅｓ

　

ｏｆ ｂｅａｕｔｙ， ｗｏｒｔｈ

　

ｏｆ ｗｏｒｔｈ，

Ａｎｄ

　

ａｎｃｉｅｎｔ

　

ｌｉｎｅａｒ・・ｅｎｔｓ

　

ａｒｅ

　

ｂｌｏｔｔｅｄ

　

ｏｕｔ．

Ｃｏｎｄｕｃｔ

　

ａｎｄ ｗｏｒｋ ｇｒｏｗ ｃｏａｒｓｅ，ａｎｄ ｃｏａｒｓｅ

　

ｔｈｅ

　

ｓｏｕｌ，

ＶＶｈａｔ

　

ｎｌａｔｔｅｒ？

　

Ｔｈｏｓｅ

　

ｔｈａｔ

　

Ｒｏｃｋｙ Ｆａｃｅ

　

ｈｏｌｄｓ

　

ｄｅａｒ．

Ｌｏｖｅｒｓ

　

ｏｆ ｈｏｒｓｅｓ

　

ａｎｄ ｏｆ ｗｏｎｎｅｎ，ｓｈａｌｌ，

Ｆｒｏ］ｍ ｎｎａｒｂｌｅ

　

ｏｆ ａ

　

ｂｒｏｋｅｎ

　

ｓｅｐｕｌｃｈｒｅ，

ｏｒ

　

ｄａｒｋ ｂｅｔｗｉｘｔｔｈｅ

　

ｐｏ１ｅｃａｔ

　

ａｎｄ

　

ｔｈｅ

　

ｏｗｌ，

ｏｒ

　

ａｎｙ ｒｉｃｈ，
ｄａｒｋ ｎｏｔｈｉｎｇ

　

ｄｉｓｉｎｔｅｒ

Ｔｈｅ

　

ｗｏｒｋαーａｎ， ｎｏｂｌｅ

　

ａｎｄ

　

ｓａｉｎｔ，ａｎｄ ａｌｌ

　

ｔｈｉｎｇｓ

　

ｒｕ‐ｎ

ｏｎｔｈａｔ ｕｎｆａｓｈｉｏｎａｂｌｅ ｇｙｒｅ ａｇａｉｎ．
２９）

　

この詩は

　

ｒゐＢ Ｓｅｃの２ば Ｃｏ粥“増 に関連し， 辞世の詩ともいうべき

　

防ｚｄｇｒβｅ”β賜ろ８７２につな

がってゆくがゆえに Ｙｅａｔｓ の Ｇｙｒｅ のイメージを探るうえで欠くことのできないものである。 こ

こにあらわれる

　

Ｇｙｒｅ は Ｙｅａｔｓ の Ｇｙｒｅ

　

の中では最も哲学的重要さをもたせられたものであり，
詩そのものの題材をすでに超えて全宇宙的な現象をいまや展開しているといってよい。 Ｖｉｖｉｅｎｎｅ

Ｋｏｃｈ によるならば３０） ０ｌｄ Ｒｏｃｋｙ Ｆａｃｅ とは Ｍａｓｋをかぶった老いたろ

　

Ｙｅａｔｓ

　

自身のことであ

り， 馬や女性を愛して止まない人間であって

　

ｒ卿 ル彰ｇ鰯こあらわれた ａｎｃｉｅｎｔｆａｃｅｓｌｉｋｅｒａｉｎ－

ｂｅａｔｅｎ ｓｔｏｎｅｓ とか

　

ｒゐＢ Ｓβｃｏ夕霧 Ｃｏ夕霧７智

　

の中の

　

ｔｗｅｎｔｙ Ｃｅｎｔｕｒｉｅｓ ｏｆｓｔｏｎｙ ｓｌｅｅｐ を眠っ

たスフィ ンクスのイメージと重複するものである。 さらにこの詩の初めにあるｌｏｏｋｆｏｒｔｈ という

－１３９－



山

　　

下

　　

民

　　

雄

呼びかけをよく分析してみれば Ｒｏｃｋｙ Ｆａｃｅ が実は詩人自身の反対我の象徴であって自らが予言

者と しての仮面をかぶっていることのあらわれであるということが理解できるものと思われる．

Ｙｅａｔｓ は七十才を過ぎ床に臥しがちになって後も Ｇｙｒｅの運動に深い関心を持ち続け１９３８年の

初冬に書かれた死の四ヶ月前の詩

　

び７２４８γ Ｂｅ“ β賜る例 の中では

Ｇ‐ｙｒｅｓ

　

ｒｕｎ

　

ｏｎ

ＶＶ‐ｈｅｎ ｔｈｅ

　

ｇｒｅａｔｅｒ

　

ｄｒｅａ１ｍ ｈａｄ

　

ｇｏｎｅ

Ｃａｌｖｅｒｔ

　

ａｎｄ ｖ▽ｉｌｓｏｎ，Ｂ１ａｋｅ

　

ａｎｄ ｃｌａｕｄｅ，

Ｐｒｅｐａｒｅｄ

　

ａ

　

ｒｅｓｔｆｏｒｔｈｅ

　

ｐｅｏｐｌｅ

　

ｏｆ Ｇｏｄ，

Ｐａｌロ１ｅｒ
’
ｓ ｐｈｒａｓｅ，

ｂｕｔ

　

ａｆｔｅｒｔｈａｔ

Ｃｏｎｆｕｓｉｏｎｆｅｌｌｕｐｏｎ

　

ｏｕｒｔｈｏｕｇｈｔ．
３１）

　

と歌ってその死のまぎわまで現世の混述に心を寄せていたことが窺われるのであるが， ここに

は自らの近付きつつある死とともに， Ｙｅａｔｓの哲学による歴史の周期がその終りにやってきたこ

とがすでに Ｙｅａｔｓ

　

自身の神秘思想そのものを越えて述べられているのである．

　

数篇の詩を引用 して Ｙｅａｔｓの後期の神秘主義思想の展開を探ってきたわけであるがその超自然

の世界には改めて言うまでもなくあまりに不可解な点が多い．
Ｍｉｄｄｌｅｔｏｎ Ｍｕｒｒｙ は

　

ｒ卿 ‐ＷＺＺｄ

ｓｚクα”ｓ の ＣＯＯ粥 を出版したころから再び何とも説明のつかないまぼろしの世界に迷い 込 ん だ

Ｙｅａｔｓ を評してこれは正気の沙汰ではないと極言し３２）， １９３４年には Ｔ．Ｓ．Ｅ１ｉｏｔ も‐Ｙｅａｔｓ の超

自然界なるものは何の精神的意義を持ったものでもなく単に低浴な神話を詣弁化したものにすぎ

ないと述べているように３３）， 晩年の二十年間 Ｙｅａｔｓは批評家たちの不評の最中にあったといって

過言ではない．Ｓ．Ｓｐｅｎｄｅｒ なども１９３５年には Ｙｅａｔｓの詩人としての個性の発展には Ｇｏｅｔｈｅ を

髪髭させるものがあるとの賛辞を呈しながら， 一方では魔術や占星術に異常なまでの興味を持ち，

降神会などに出向いて幽霊の存在を確かめようとする Ｙｅａｔｓに戸惑いの眼を向けている３４）
． しか

しながらこのような見解とは別に詩人の神秘主義への移向を好意的に考える人たちも少なくはな

い．
Ｃ１ｅａｎｔｈ Ｂｒｏｏｋｓ，ｊｒ． は Ｍｕｒｒｙ などの厳 しい批評に対して， もし Ｙｅａｔｓが単なる現実から

の逃避者であるとしたならば自然界と超自然界との統合を計ろうとする野心的な試みを Ｙｅａｔｓは

持たなかったであろうと考え， Ａ

　

ＶＺＳＺＯ” は詩人が人生から逃れるのを拒絶したからこそ生まれ

たのだと指摘 して科学を信ずるあまりに人々は Ｙｅａｔｓの哲学を誤解して受けとめていると弁護す

る努）
． また Ｙｅａｔｓ の詩について精通している批評家の一人 Ｂ１ａｃｋｍｕｒ は Ｙｅａｔｓ が現実認識の

ために用いた主要な武器は魔術であったとしてその非科学的な方法論をいぶかしがりつつも彼の

詩はその深さと多様さのために Ｄａｎｔｅ や Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの作品に比すべきものを持っていると述

べ， 魔術そのものについても Ｙｅａｔｓ にとってはこれは Ｅ１ｉｏｔ におけるキリスト教， Ｈａｒｄｙ にお

ける 運命論と同様のものであって 一切の創作活動の根源であったと理解ある見解を示 し て い る

％）． 同様の意見は Ｄ．Ｄａｉｃｈｅｓ においてもみられる３７）
。 彼によれば Ｙｅａｔｓ は詩の表現そのもの

のために独自の体系を必要としたのであるが， これら三人のような批評家の見解は Ｙｅａｔｓ

　

自ら

がその自伝で述べているように３８） 若年のころよりすでに科学万能の世界に不信を持ち，

　

自己の

魂の発展のためには科学に代る 体系が不可欠であることを早くより認識していた詩人にとっては

－１４０－
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大きな救いとなるものであろう。 科学が信ずるに値しないものであり， さりとて若いころに夢み

たケルトの薄明の世界が現世の混迷や矛盾， アイルランドの窮状を考える時には何の用もなさな

いということを痛く認識するに至ってみれば神秘的なものであれとにかくもっと体系的な形而上

の世界に身を投ずる以外に Ｙｅａｔｓには方法がなかったかのようである。１９１０年前後の Ｙｅａｔｓ

　

は

演劇運動の行きづまり， Ｍａｕｄ Ｇｏｎｎｅ との実らぬ恋， Ｈｕｇｈ Ｌａｎｅ の絵画寄贈問題をめぐって

の旧友 Ｇｅｏｒｇｅ

　

Ｍｏｏｒｅ

　

との激しい論争， それに１９１６年の復活祭反乱へと連なる世情の不安に精

神をすりへらしていた。 Ｙｅａｔｓ の死後夫人が告白したように二人の年令の隔りが大きなこともあ

って彼は結婚後も気分がふさぎがちであった。 こうした Ｙｅａｔｓの関心を捕えるために故意に彼女

は自動筆記術なる芝居を打ったと言うことであるが， 見せかけのその神秘に詩人が易く引きこま

れていったのは自らの過去が不毛のものであったことを痛感し， 身心ともに疲労困慰して自分だ

けの世界にどうにかして閉じこもりたいという気持が 無意識のうちに 働いていたせいではなかろ

うか。 もっとも芝居を演じているうちに夫人が自己暗示にかかり， 一種の催眠状態におちいって

見せかけだった自動筆記術が本物に転化したということは十分に考えられることであるが， いず

れにせよ

　

４

　

偽．ｓｇｏ“ に集約される

　

Ｙｅａｔｓ の神秘思想の基となった夫人の体験も初めはこのよう

に極めていいかげんなものだったのである。 こう考えてくると Ｙｅａｔｓの詩のための新しいメタフ

ワーを求める願望の強さは 否定できはしないけれどもそれ以上に何とかして煩しい現実の世界か

ら離れたいという気持の方がより強く Ｙｅａｔｓ の心の中にあったとする見解も妥当性を帯びてくる

ようである。 最近の Ｙｅａｔｓに対する評価は死後三十年を経て一つの転機を迎えつつある。 一年前

に逝去したアメリカの批評家 Ｙｖｏｒ Ｗｉｎｔｅｒ は妙な哲学を理解しなければその詩人が理解できな

いようではその詩人は二流の詩人でしかないと述べて

　

Ｙｅａｔｓ

　

を攻撃していたし３９），Ｓ．Ｓｐｅｎｄｅｒ

が編集した未着の新書によるならば Ｙｅａｔｓ は Ｅ１ｉｏｔ，
ＥｚｒａＰｏｕｎｄ

，Ｄ．Ｈ．Ｌａｗｒｅｎｃｅ 等と同罪の

反動主義者ときめっけられているとのことである。 ドイ ツ全体主義に近づいた Ｐｏｕｎｄ と親交を

結んだこともあって Ｙｅａｔｓはこれまでにも幾度か反動呼ばわりをされたことがあったが， これほ

どに徹底したものは見られなかったと言ってよい。 ただ革命のために自らの命をかけて戦ったア

イ ルランドの尖鋭たちの死を思い
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４０）

　

と歌って同志の雄々しい行動にかつては強い衝撃を受けたこともあるこの詩人をそ の 伝 統 主

義， 神秘主義のために反動主義者と一言で片づけてしまうことはできないことと思われる。 その

ように断を下してしまうにしてはＹｅａｔｓという詩人はあまりに複雑な人であり， 内的矛盾をはら

んだ人であった。 Ｍｏｎｋ Ｇｉｂｂｏｎ は難解な哲学を抱きながらも後年に至り現実の混沌に深く下り

立った Ｙｅａｔｓを評して彼は怒れる老人とでも言うべき人間であり，１９５０年代にあらわれた怒れる

若者たちの先駆であると述べているが４１）， 第二次世界大戦後の新しい時代を最も敏感に感じとっ

－１４１－
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下

　　

民

　　

雄

たとされる怒れる若者たちが当時果した役割を現在軽く見ることができないと同様に， 第一次世

界大戦後の混迷かつ流動する歴史の最中にあって最もその時代を鋭く認識していた人間の一人で

ある Ｙｅａｔｓ もまた１９２０年代，１９３０年代の詩人としてその時点において評価されるべきであるとい

う見地に立つならば Ｇｉｂｂｏｎ の見解は理にかなったものと思われるのである。
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